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昭
和
三
二
年
卒
）

　
　

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
四
日
、

東
京
千
代
田
区
市
ヶ
谷
の
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ
谷
に
お
い
て
、
創
設
四
十
周
年

記
念
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
朝
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

私
た
ち
役
員
並
び
に
参
加
者
の
四
十
周

年
に
か
け
る
熱
い
気
持
ち
が
通
じ
た
の

が
、
会
が
始
ま
る
頃
に
は
雨
も
上
が
り
、

五
月
晴
れ
の
青
空
に
成
り
ま
し
た
。

  

ご
承
知
の
通
り
、
本
支
部
は
、
四
十

年
前
、「
東
京
に
田
川
高
校
の
同
窓
会

が
あ
る
の
に
、
田
川
東
が
な
い
の
は
お

か
し
い
や
な
い
か
」
と
い
う
先
輩
諸
氏

の
呼
び
か
け
で
、「
田
川
東
高
校
東
京

地
区
同
窓
会
」
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

そ
の
後
昭
和
五
十
年
代
に
本
部
要
請
に

よ
り
「
東
鷹
同
窓
会
関
東
支
部
」
と
名

称
を
改
め
ま
し
た
が
、
発
足
当
初
は
何

の
財
政
基
盤
も
な
く
、
唯
々
、
ふ
る
さ

と
田
川
と
母
校
へ
の
熱
い
思
い
と
、
同

窓
と
い
う
唯
一
点
の
共
通
項
の
下
に
互

助
的
人
脈
を
広
げ
、
今
日
に
至
り
ま
し

た
。「
よ
く
四
十
年
間
も
続
け
る
こ
と

が
て
き
た
な
～
」
と
歴
代
役
員
並
び
に

励
ま
し
ご
協
力
い
た
だ
い
た
先
輩
後
輩

諸
氏
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
次
の
五
十

周
年
に
向
け
て
、
新
た
な
る
覚
悟
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

  

今
次
総
会
は
、
四
十
周
年
と
言
う
こ

と
で
様
々
な
工
夫
を
し
ま
し
た
。
ま
ず

は
、
遠
路
本
部
か
ら
安
蘇
会
長
、
前
田

副
会
長
、恩
師
と
し
て
城
戸
厚
先
生
（
Ｓ

三
十
一
～
四
十
二
、
英
語
）
の
ご
臨
席

に
感
謝
し
ま
す
。
お
三
方
と
も
母
校
の

元
教
員
で
、
多
く
の
教
え
子
も
参
加
、

懐
か
し
い
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
安
蘇
会
長
に
は
地
元

産
焼
酎
を
奮
発
し
て
い
た
だ
き
、
全
員

試
飲
と
一
部
抽
選
会
の
賞
品
に
し
ま
し

た
。
今
回
企
画
の
目
玉
は
「
田
川
物
産

展
」
で
す
。
山
崎
副
会
長
（
Ｓ
三
十
四

年
卒
）、
永
野
幹
事
（
Ｓ
三
十
六
年
卒
）

に
産
品
選
び
、
仕
入
れ
交
渉
、
当
日
販

売
と
ご
苦
労
を
掛
け
ま
し
た
。
主
な
産

品
は
、
黒
ダ
イ
ア
、
田
川
饅
頭
、
柚
胡
椒
、

に
ん
に
く
球
、
英
彦
山
が
ら
が
ら
、
天

狗
面
、
筑
豊
ラ
ー
メ
ン
（
山
小
屋
）
な

ど
で
す
。
当
初
、
仕
入
れ
過
ぎ
を
心
配

し
、
残
品
は
役
員
で
買
お
う
と
言
う
こ

と
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
永
野
君
の
売

り
声
効
果
か
？
、
見
事
に
完
売
、
役
員

分
が
無
く
な
る
大
好
評
で
し
た
。
ま
た
、

恒
例
の
抽
選
会
の
他
に
、
前
田
本
部
副

会
長
を
は
じ
め
、
本
部
役
員
の
ご
尽
力

で
、
ふ
る
さ
と
写
真
展
、
神
幸
祭
ス
ラ

イ
ド
シ
ョ
ー
、
田
川
地
域
観
光
戦
略
策

定
協
議
会
発
刊
の
「
た
が
わ
を
歩
こ

う
！
」
を
は
じ
め
と
す
る
各
市
町
村
の

広
報
誌
配
布
等
、
昔
を
懐
か
し
み
、
ふ

る
さ
と
の
匂
い
を
た
っ
ぷ
り
と
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は

恒
例
の
炭
坑
節
で
す
。
今
年
は
雨
矢
本

部
副
会
長
（
Ｓ
三
十
四
年
卒
）
の
ご
尽

力
で
ほ
ぼ
全
員
に
ハ
ッ
ピ
が
行
き
わ
た

り
、
心
ゆ
く
ま
で
踊
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
会
場
の
時
間
の
都
合
で
、
や
ゝ

未
練
を
残
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
た
か
と

思
い
ま
す
が
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
、

笑
い
声
と
笑
顔
の
絶
え
な
い
賑
や
か
な

談
笑
で
四
十
周
年
記
念
同
窓
会
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
、
支
部
役
員
は
勿
論
で

す
が
、
本
部
及
び
関
係
各
位
に
、
会
長

と
し
て
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
関
東
支
部
は
次
な
る
歩
み
を

始
め
る
わ
け
で
す
が
、
本
部
要
請
で
静

岡
以
北
が
正
規
エ
リ
ア
に
な
り
、
会
員

数
千
五
名
で
す
。
こ
の
度
の
案
内
で
も
、

遠
隔
で
出
席
で
き
な
い
が
年
会
費
だ
け

で
も
と
、
東
北
・
北
海
道
を
含
め
百
二

十
名
を
越
え
る
方
々
に
納
入
い
た
だ

き
、
ま
た
、
案
内
が
来
た
こ
と
が
嬉
し

い
と
言
う
こ
と
で
九
十
名
を
越
え
る

方
々
に
別
途
協
賛
金
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
課
題
は
会
員
の
高
齢
化

で
す
。Ｓ
四
十
年
代
卒
ま
で
は
各
学
年

三
十
名
を
越
え
る
会
員
が
居
ま
す
が
、

Ｓ
六
十
年
代
卒
以
降
が
急
速
に
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
方
々
に
も
中
央

に
出
て
来
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、

前
記
協
賛
金
等
を
若
い
世
代
の
め
の
同

窓
会
基
金
と
し
て
積
み
立
て
て
い
き
ま

す
。

　

次
回
は
、
平
成
二
十
三
年
六
月
頃
の

予
定
で
す
。
若
い
方
々
の
参
加
を
願
い

つ
つ
、
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

関
西
支
部
総
会
報
告

　
　
　

関
西
支
部
長
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（
昭
和
二
十
八
年
卒
）

　

第
十
八
回
関
西
支
部
総
会
・
懇
親
会

は
、
大
正
ロ
マ
ン
漂
う
歴
史
的
建
物
遺

産
で
あ
る
大
阪
市
中
央
公
会
堂
（
中
之

島
倶
楽
部
）
に
て
、
平
成
二
十
一
年
六

月
十
四
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
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